
 

 

楽待株式会社が福島県福島市の 
「あぐりっしゅサポートパッケージ」を支援 
自治体支援の累計寄付は2023年以降で2550万円に 

 

本リリースのポイント 

・福島県福島市の就農支援施策「あぐりっしゅサポートパッケージ」に200万円を寄付 
・相談・体験・研修・営農・定着までを一貫支援する仕組みの運営に活用 
・自治体支援の寄付累計は2023年以降で2550万円、今後も継続予定 

 
国内最大の不動産投資プラットフォーム「楽待」（https://www.rakumachi.jp/）を運営する楽待株式
会社（本社：東京都中央区、東証スタンダード、証券コード：6037）は、福島県福島市が実施する就農
支援施策「あぐりっしゅサポートパッケージ」に対し、200万円の寄付を実施しました。本寄付は、同
施策の趣旨に賛同し、地域産業の活性化および次世代につながる取り組みを支えることを目的としてい
ます。2023年以降に実施した自治体支援の累計寄付額は2550万円となりました。 

 

 

 
 

https://www.rakumachi.jp/news/


 

 

寄付を実施した事業の概要 
「あぐりっしゅサポートパッケージ」は、新規就農希望者（フレッシュ農家さん）を、市内の先進農家
（センパイ農家さん）や市・関係機関が伴走し、相談・体験・研修・営農・定着までを一貫して支援す
る仕組みです。オンライン相談や農業体験、長期研修の資金支援、就農後のメンター制度など実務的な
サポートをワンストップで提供します。なお「あぐりっしゅ」は「アグリ（農業）」「フレッシュ（新
規就農）」「ウイッシュ（成功を願う）」を組み合わせた造語です。 
 

福島県福島市への寄付の背景 
福島市は、山地での大規模太陽光発電施設の設置が森林伐採や景観の悪化、災害リスクの増大につなが
りかねない課題を踏まえ、2023年8月に「ノーモア メガソーラー宣言」を行いました。当社は、同宣言
に共感し、農地の保全と人材育成を通じて地域産業の基盤を強化する観点から、就農支援施策「あぐ
りっしゅサポートパッケージ」への寄付を決定しました。 
 
 

不動産投資の「楽待」概要 
2006年3月に開設した「楽待」は、月間168万人が訪れる、使いやすさ・利用者数・掲載物件数No.1(*1)
の不動産投資プラットフォームです。全国5200社の不動産会社が毎日物件情報を登録しており、ユー
ザーは自身の希望条件で絞り込んで、目当ての物件を探すことができます。 
 
また、不動産投資専門メディア「楽待新聞」を通じ、業界のニュースや不動産投資の成功談・失敗談な
どを発信。YouTube「楽待 RAKUMACHI」はチャンネル登録者数133万人、総再生回数は7億1000万回に
のぼります。（2025年10月時点） 
 
2022年6月には有料会員サービス「楽待プレミアム」を開始。登録することで、業界初(*2)の独自機能
「賃貸経営マップ」やプレミアム会員限定動画が見放題になります。 
「公正な不動産投資市場を創造する」というビジョンのもと、不動産投資家・加盟不動産会社の双方に
とって使いやすい機能やサービスの提供に努めてまいります。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 



 

 

【会社概要】 
社名：楽待株式会社 
URL：https://rakumachi.co.jp/ 
上場市場：東証スタンダード（証券コード：6037） 
本社：東京都中央区八丁堀三丁目3番5号 住友不動産八丁堀ビル5階 
設立：2005年8月23日 
事業内容：国内最大の不動産投資プラットフォーム「楽待」の運営 

 

【本件の問い合わせ】 
楽待株式会社 広報担当 尾藤 
携帯電話：080-4129-5743 
固定電話：03-6833-9438 
E-mail：rakumachi@rakumachi.co.jp 

 

*1『物件数 No.1』：日本マーケティングリサーチ機構調べ（2025年8月） 
『使いやすさ No.1』：ゴメス・コンサルティング調べ（2025年8月） 
『利用者数 No.1』：自社調べ（2025年8月） 
*2 自社調べ（2023 年 4 月） 
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